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マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
改
革
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
お
け
る
民
族
と
国
家
国
民
教
育
政
策
の
も
と
で
の
華
人
の
母
語
教
育
要
求
と
対
中
国
・
台
湾
関
係
杉
　
村
美
　
紀
杉村
は
じ
め
に
　
小
論
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
多
様
化
・
民
営
化
を
特
徴
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
高
等
教
育
改
革
を
め
ぐ
り
、
そ
こ
に
多
民
族
国
家
が
宿
命
的
に
抱
え
る
民
族
の
母
語
教
育
要
求
と
国
家
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
が
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
マ
レ
ー
シ
ア
は
、
マ
レ
ー
系
（
六
〇
・
六
％
）
、
華
人
（
二
八
・
一
％
）
、
イ
ン
ド
系
（
七
・
九
％
）
、
そ
の
他
土
着
の
先
住
民
等
か
ら
成
る
総
人
口
約
一
七
五
七
万
人
（
一
九
九
一
年
セ
ン
サ
ス
）
の
多
民
族
国
家
で
あ
る
。
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
文
化
を
保
持
し
、
相
互
に
融
合
す
る
こ
と
な
く
混
住
し
た
「
複
合
社
会
」
（
覧
貫
巴
ω
o
o
凶
①
蔓
）
を
形
成
し
て
い
（
祝
。
そ
の
た
め
、
一
九
五
七
年
の
英
国
か
ら
の
独
立
以
来
、
そ
の
文
化
的
多
様
性
の
な
か
で
い
か
に
国
民
統
合
を
達
成
す
る
か
が
重
要
な
国
家
課
題
と
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
柱
と
さ
れ
た
の
が
マ
レ
ー
化
政
策
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
英
領
植
民
地
時
代
に
起
因
す
る
マ
レ
ー
系
の
社
会
的
経
済
的
立
ち
遅
れ
を
是
正
す
る
た
め
、
マ
レ
ー
系
の
母
語
（
マ
レ
i
語
）
と
宗
教
（
イ
ス
ラ
ー
ム
）
を
そ
れ
ぞ
れ
国
語
と
国
教
と
し
た
。
ま
た
、
一
九
七
〇
年
代
に
は
い
る
と
、
貧
困
の
撲
滅
と
民
族
間
の
社
会
的
経
済
的
格
差
の
是
正
を
目
標
と
す
る
国
家
開
発
計
画
と
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し
て
「
新
経
済
政
策
」
（
Z
Φ
≦
国
8
昌
o
目
凶
o
勺
o
一
一
〇
《
、
略
称
N
E
p
）
を
開
始
し
、
マ
レ
ー
系
の
社
会
進
出
を
促
す
た
め
に
雇
用
や
教
育
機
会
の
点
で
「
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
」
（
b
d
二
自
ε
8
♂
”
「
土
地
の
子
」
の
意
味
）
と
通
称
さ
れ
る
「
マ
レ
ー
系
優
先
政
策
」
を
と
っ
た
。　
こ
う
し
た
マ
レ
ー
化
の
具
体
的
手
段
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
の
が
国
民
教
育
政
策
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
主
要
教
授
用
語
を
マ
レ
ー
語
と
し
、
共
通
の
教
育
課
程
を
採
用
し
た
「
国
民
」
学
校
に
よ
る
統
一
的
な
国
民
教
育
制
度
の
確
立
が
目
指
さ
れ
た
。
教
授
用
語
の
マ
レ
ー
語
化
は
、
無
償
の
初
等
・
前
期
中
等
教
育
の
み
な
ら
ず
、
後
期
中
等
教
育
さ
ら
に
は
高
等
教
育
段
階
に
も
導
入
さ
れ
、
上
級
段
階
へ
の
進
学
や
就
職
を
決
定
づ
け
る
各
段
階
の
修
了
資
格
試
験
も
マ
レ
ー
語
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
マ
レ
ー
化
政
策
を
め
ぐ
り
、
マ
レ
ー
系
と
非
マ
レ
ー
系
の
問
に
は
様
々
な
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
生
じ
た
。
な
か
で
も
華
人
（
居
住
国
籍
を
持
つ
在
外
中
国
系
）
は
民
族
の
言
語
・
文
化
の
保
持
を
求
め
母
語
教
育
運
動
を
展
開
し
た
。
華
人
は
、
母
語
で
あ
る
華
語
（
寓
ρ
。
巳
費
ぎ
と
も
よ
ば
れ
、
中
国
の
標
準
語
で
あ
る
「
普
通
話
」
及
び
台
湾
で
「
国
語
」
と
称
さ
れ
る
言
語
と
同
一
で
、
多
数
の
方
言
を
持
つ
華
人
の
間
の
共
通
語
と
な
っ
て
い
る
）
に
象
徴
さ
れ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
視
し
、
華
語
教
育
の
存
続
を
主
張
し
て
き
た
。
華
人
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
に
お
い
て
、
政
治
的
に
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
り
な
が
ら
、
マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
で
あ
る
マ
レ
ー
系
と
比
べ
経
済
力
の
点
で
圧
倒
的
な
力
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
は
、
国
家
経
済
の
鍵
を
握
る
華
人
の
母
語
教
育
要
求
が
常
に
微
妙
な
政
治
的
問
題
と
な
っ
て
き
た
。
　
以
下
で
は
、
（
一
）
華
人
の
母
語
教
育
要
求
を
歴
史
的
に
概
観
し
、
そ
の
特
徴
を
整
理
し
た
う
え
で
、
（
二
）
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、
多
様
化
と
民
営
化
を
特
徴
と
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
高
等
教
育
改
革
の
も
と
で
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
が
「
新
紀
元
学
院
」
と
い
う
私
立
教
育
機
関
と
し
て
実
現
し
た
状
況
を
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
（
三
）
そ
の
存
続
を
め
ぐ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
内
外
に
ど
の
よ
う
な
政
治
的
経
済
的
戦
略
が
あ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一
　
華
人
の
母
語
教
育
要
求
の
歴
史
的
展
開
　
（
「
）
　
華
語
教
育
関
係
者
に
よ
る
母
語
教
育
要
求
　
華
人
の
な
か
で
、
国
民
教
育
政
策
を
め
ぐ
り
政
府
と
対
立
的
立
場
を
と
っ
て
き
た
の
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
語
学
校
理
事
連
合
会
総
会
及
び
同
教
師
会
総
会
（
「
馬
来
西
亜
華
校
董
事
連
合
会
総
会
」
及
び
「
教
師
会
総
会
」
）
を
代
表
と
す
る
華
語
教
育
関
係
者
で
あ
る
。
華
語
教
育
関
係
者
は
、
母
語
学
校
の
存
続
を
主
張
し
、
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
グ
ル
ー
プ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
母
語
を
教
授
用
語
と
し
て
初
等
段
階
か
ら
高
等
段
階
ま
で
教
育
を
受
け
ら
れ
る
国
民
教
育
制
度
を
求
め
て
き
た
。
　
華
人
の
母
語
教
育
要
求
は
初
等
．
中
等
・
高
等
段
階
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
、
政
府
補
助
を
受
け
る
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
の
維
持
存
続
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
教
育
制
度
で
は
、
初
等
段
階
に
お
い
て
は
マ
レ
ー
語
を
教
授
用
語
と
す
る
「
国
民
小
学
校
」
の
他
、
華
人
の
母
語
で
あ
る
華
語
と
イ
ン
ド
系
の
母
語
で
あ
る
タ
ミ
ー
ル
語
を
そ
れ
ぞ
れ
教
授
用
語
と
す
る
政
府
補
助
学
校
の
存
続
が
「
国
民
型
小
学
校
」
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
（
図
1
参
照
）
。
児
童
は
、
民
族
に
関
係
な
く
、
そ
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
国
民
教
育
政
策
の
最
終
目
標
を
マ
レ
ー
語
学
校
だ
け
に
一
本
化
し
て
統
一
す
る
こ
と
に
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
多
言
語
．
多
文
化
社
会
の
現
状
を
考
慮
し
、
初
等
教
育
に
関
し
て
は
マ
レ
ー
語
以
外
の
学
校
を
暫
定
的
に
認
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
華
人
の
場
合
、
華
人
就
学
者
の
約
八
八
％
が
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
を
選
択
す
る
と
い
わ
れ
、
華
語
を
教
授
用
語
と
す
る
唯
一
の
政
府
立
学
校
と
し
て
同
校
を
華
人
の
言
語
・
文
化
の
拠
り
所
と
し
て
重
視
し
て
薮
混
。
　
華
人
の
第
二
の
母
語
教
育
要
求
は
、
華
語
教
育
関
係
者
が
独
自
に
設
立
・
運
営
し
て
い
る
私
立
華
語
中
等
学
校
の
維
持
・
発
展
と
公
認
化
で
あ
る
。
前
掲
図
1
に
み
る
よ
う
に
、
中
等
以
上
の
段
階
は
マ
レ
ー
語
だ
け
を
教
授
用
語
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
植
民
地
時
代
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に
あ
っ
た
英
語
及
び
華
語
の
中
等
学
校
を
国
民
教
育
制
度
か
ら
排
除
し
た
結
果
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
民
教
育
政
策
に
対
し
、
華
語
教
育
関
係
者
は
華
語
中
等
学
校
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
一
九
六
二
年
、
一
部
の
元
華
語
中
等
学
校
を
、
補
助
金
を
全
く
受
け
な
い
国
民
教
育
制
度
外
の
私
立
学
校
と
す
る
こ
と
で
、
華
語
学
校
と
し
て
存
続
さ
せ
た
。
そ
れ
ら
は
「
華
文
独
立
中
学
」
と
総
称
さ
れ
、
国
民
学
校
と
共
通
の
教
育
課
程
を
採
用
し
な
が
ら
も
、
華
語
で
書
か
れ
た
教
科
書
を
使
用
し
、
修
了
資
格
試
験
に
つ
い
て
も
政
府
が
マ
レ
i
語
で
実
施
す
る
公
的
修
了
資
格
試
験
と
は
別
に
独
自
の
資
格
試
験
を
実
施
し
て
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い
る
。
政
府
は
、
同
中
学
が
教
授
用
語
や
試
験
用
語
に
華
語
を
採
用
し
て
お
り
、
教
育
年
限
も
国
民
学
校
の
と
る
前
期
中
等
三
年
、
後
期
中
等
二
年
、
大
学
前
教
育
一
年
と
は
異
な
り
、
前
期
中
等
三
年
、
後
期
中
等
三
年
と
い
う
別
体
系
を
と
っ
て
い
る
点
で
、
そ
の
修
了
資
格
を
公
認
し
て
い
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
華
語
教
育
関
係
者
は
、
華
文
独
立
中
学
を
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
、
華
語
国
民
型
小
学
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
に
続
く
華
語
教
育
制
度
の
整
備
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
そ
の
維
持
・
発
展
を
主
張
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
　
華
人
の
第
三
の
母
語
教
育
要
求
は
、
華
語
高
等
教
育
機
関
の
設
立
で
あ
る
。
「
華
文
独
立
中
学
」
の
卒
業
生
は
、
同
中
学
の
修
了
資
格
が
公
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
同
中
学
の
卒
業
生
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
内
の
大
学
に
進
学
す
る
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
マ
レ
ー
語
に
よ
る
公
的
修
了
資
格
試
験
を
受
験
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
一
方
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
、
一
九
五
六
年
に
華
人
社
会
の
寄
付
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
「
南
洋
大
学
」
と
よ
ば
れ
る
華
語
高
等
教
育
機
関
が
あ
り
、
一
九
六
五
年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
独
立
後
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
学
生
が
多
数
「
南
洋
大
学
」
に
進
学
す
る
状
況
が
み
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
南
洋
大
学
」
に
対
し
て
は
、
開
学
直
後
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
政
府
が
共
産
主
義
勢
力
の
一
掃
の
目
的
で
政
治
的
干
渉
を
強
め
、
教
授
用
語
の
英
語
化
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
も
、
同
大
学
の
学
位
を
承
認
せ
ず
、
さ
ら
に
一
九
六
七
年
に
は
、
海
外
留
学
の
た
め
の
出
国
条
件
と
し
て
マ
レ
ー
語
の
修
了
資
格
試
験
の
取
得
を
必
須
と
し
た
こ
と
も
華
人
の
「
南
洋
大
学
」
へ
の
進
学
を
よ
り
難
し
い
も
の
と
し
た
。
　
こ
う
し
た
進
学
上
の
制
約
を
う
け
て
、
華
語
教
育
関
係
者
は
一
九
六
八
年
一
月
に
、
（
一
）
華
語
教
育
制
度
の
体
系
化
、
（
二
）
国
家
の
た
め
の
人
材
養
成
、
（
三
）
華
文
独
立
中
学
の
卒
業
生
の
た
め
の
進
路
確
保
、
（
四
）
高
等
教
育
進
学
希
望
者
の
増
加
と
そ
れ
へ
の
対
応
、
（
五
）
文
化
交
流
の
促
進
と
マ
レ
ー
シ
ア
文
化
の
発
展
へ
の
寄
与
を
目
的
と
し
て
、
華
語
高
等
教
育
機
関
「
独
立
大
学
」
の
設
立
を
決
定
し
た
。
華
語
教
育
関
係
者
は
設
立
基
金
の
募
集
活
動
を
盛
ん
に
展
開
し
、
具
体
的
構
想
を
練
っ
た
が
、
政
府
が
「
民
族
的
に
偏
っ
た
大
学
」
と
し
て
難
色
を
示
し
た
の
に
続
き
、
一
九
六
九
年
の
総
選
挙
に
お
け
る
政
府
与
党
の
大
敗
を
契
機
と
し
て
、
そ
の
直
後
に
起
き
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
V
マ
レ
ー
系
と
華
人
の
人
種
暴
動
事
件
に
よ
り
、
計
画
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
。
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し
か
も
、
一
九
七
一
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
マ
レ
i
系
優
先
政
策
の
も
と
で
は
、
ク
ォ
ー
タ
i
制
度
と
通
称
さ
れ
る
民
族
別
大
学
入
学
者
比
率
制
度
に
よ
り
、
華
人
を
含
む
非
マ
レ
ー
系
は
成
績
の
優
劣
に
か
か
わ
ら
ず
一
定
数
以
上
は
入
学
が
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、
進
学
・
就
職
に
不
可
欠
な
公
的
修
了
資
格
試
験
も
、
言
語
科
目
を
除
き
マ
レ
ー
語
だ
け
で
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
、
華
人
学
生
の
進
学
上
の
制
約
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
七
四
年
に
は
、
「
南
洋
大
学
」
の
側
で
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
の
受
入
れ
を
認
め
な
く
な
り
、
一
九
八
〇
年
に
は
、
同
大
学
が
シ
ン
バ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
に
併
合
さ
れ
る
か
た
ち
で
閉
校
し
た
結
果
、
新
た
な
進
学
先
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
開
拓
が
よ
り
一
層
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
　
こ
う
し
た
事
態
を
う
け
、
華
語
教
育
関
係
者
は
再
び
「
独
立
大
学
」
設
立
運
動
を
起
こ
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
政
府
は
今
回
も
、
華
語
を
教
授
用
語
す
る
「
民
族
的
」
な
私
立
教
育
機
関
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
華
語
教
育
関
係
者
は
、
一
九
八
〇
年
に
設
立
認
可
を
求
め
る
対
政
府
訴
訟
を
起
こ
し
た
が
、
高
等
裁
判
所
及
び
控
訴
審
の
連
邦
裁
判
所
の
い
ず
れ
も
、
「
公
の
機
関
」
と
み
な
さ
れ
る
「
独
立
大
学
」
で
は
、
華
語
を
教
え
る
こ
と
は
と
も
か
く
、
華
語
を
教
授
用
語
と
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
V
と
し
て
華
語
教
育
関
係
者
側
の
訴
え
を
却
下
し
、
同
大
学
の
設
立
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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（
二
）
　
華
人
の
母
語
教
育
要
求
の
特
徴
　
以
上
概
観
し
た
華
人
の
母
語
教
育
要
求
に
特
徴
的
な
の
は
、
次
の
二
つ
の
点
で
あ
る
。
第
一
に
、
華
人
が
求
め
る
母
語
教
育
は
、
単
に
母
語
を
教
授
・
学
習
す
る
言
語
教
育
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、
母
語
を
教
授
用
語
と
し
て
認
め
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
華
語
だ
け
を
教
授
用
語
と
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
華
語
に
加
え
、
マ
レ
ー
語
や
英
語
も
教
授
用
語
に
含
め
る
と
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
第
二
の
特
徴
は
、
華
語
教
育
機
関
で
は
、
そ
れ
が
華
人
の
民
族
主
義
に
偏
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
政
治
的
に
中
立
な
立
場
に
た
つ
も
の
で
あ
り
、
華
人
学
生
に
限
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
受
け
入
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
国
家
教
育
政
策
に
基
づ
き
国
家
の
人
材
養
成
の
一
端
を
担
う
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
の
他
に
、
私
立
の
「
華
文
独
立
中
学
」
や
「
独
立
大
学
」
構
想
に
お
い
て
、
華
人
に
限
ら
ず
広
く
国
民
一
般
に
門
戸
を
開
き
、
そ
こ
で
は
国
家
の
教
育
課
程
に
準
拠
し
て
人
材
育
成
に
努
め
、
華
語
・
マ
レ
ー
語
・
英
語
の
三
言
語
を
教
授
用
語
と
す
る
と
し
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
二
　
一
九
九
〇
年
代
に
お
け
る
高
等
教
育
改
革
と
華
人
の
要
求
実
現
　
（
一
）
　
高
等
教
育
改
革
の
背
景
と
特
徴
　
一
九
八
〇
年
代
ま
で
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
は
、
国
民
統
合
の
マ
レ
ー
化
政
策
に
相
い
れ
な
い
も
の
と
し
て
国
民
教
育
政
策
か
ら
は
排
除
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
る
と
「
新
経
済
政
策
」
に
か
わ
る
「
新
発
展
政
策
」
（
Z
Φ
≦
U
①
〈
Φ
δ
切
ー
ヨ
Φ
葺
℃
o
一
一
畠
、
略
称
N
D
P
）
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
同
政
策
は
、
基
本
的
に
「
新
経
済
政
策
」
と
同
じ
方
向
性
を
持
つ
が
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
特
に
科
学
・
技
術
系
を
中
心
と
し
た
私
立
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
国
家
発
展
計
画
の
も
と
で
の
人
材
育
成
の
需
要
に
応
じ
る
施
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
末
か
ら
の
民
間
レ
ベ
ル
で
の
中
等
後
教
育
機
関
の
増
加
を
あ
と
づ
け
る
か
た
ち
で
、
高
等
教
育
の
多
様
化
・
民
営
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
私
立
大
学
の
新
設
や
、
海
外
の
教
育
機
関
と
の
提
携
、
そ
れ
に
伴
う
分
校
の
設
置
、
「
二
重
制
度
」
（
け
乱
8
ヨ
α
q
紹
ω
8
目
口
課
程
の
一
部
を
海
外
の
提
携
高
等
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
）
教
育
機
関
に
留
学
し
て
履
修
す
る
）
の
導
入
、
さ
ら
に
は
通
信
教
育
の
実
施
な
ど
多
様
な
形
態
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
一
九
九
六
年
か
ら
の
五
か
年
に
わ
た
る
国
家
開
発
計
画
「
第
七
次
マ
レ
ー
シ
ア
計
画
」
（
ω
Φ
＜
Φ
ロ
9
ζ
巴
契
ω
賦
霊
き
H
8
①
歯
O
O
O
）
で
は
、
教
育
戦
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
と
し
て
経
済
発
展
を
担
う
人
材
育
成
を
重
視
し
、
特
に
高
等
教
育
に
お
け
る
科
学
技
術
分
野
の
重
点
化
が
提
言
さ
れ
た
。
　
こ
う
し
た
早
急
な
人
材
育
成
の
要
請
を
う
け
、
既
存
の
教
育
機
関
で
も
全
教
育
段
階
に
お
い
て
教
育
年
限
の
短
縮
（
就
学
前
二
年
、
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初
等
五
～
六
年
、
中
等
四
年
、
大
学
前
二
年
、
高
等
三
～
五
年
と
す
る
こ
と
で
、
大
学
卒
業
年
齢
を
こ
れ
ま
で
の
二
四
歳
か
ら
二
一
～
二
二
歳
に
す
る
と
い
う
も
の
）
が
論
議
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
高
等
教
育
で
は
他
に
先
駆
け
て
、
一
九
九
七
年
五
月
よ
り
、
従
来
に
比
べ
年
限
が
一
年
短
縮
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、
従
来
の
国
立
大
学
だ
け
を
中
心
と
し
た
エ
リ
ー
ト
教
育
と
は
異
な
り
、
人
材
不
足
の
現
状
を
ふ
ま
え
、
私
立
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
を
通
じ
、
即
戦
力
と
し
て
の
人
的
資
源
の
開
発
を
よ
り
短
期
間
で
行
な
お
う
と
す
る
政
策
的
意
図
が
認
め
ら
れ
る
。
　
こ
う
し
た
高
等
教
育
の
多
様
化
・
民
営
化
と
と
も
に
、
従
来
と
異
な
る
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
原
則
と
し
て
マ
レ
ー
語
だ
け
を
主
要
教
授
用
語
と
し
て
き
た
高
等
教
育
に
お
い
て
、
経
済
活
動
の
た
め
に
必
要
な
言
語
と
し
て
英
語
及
び
華
語
が
見
直
さ
れ
る
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
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（
二
）
　
華
人
提
案
の
「
新
紀
元
学
院
」
の
設
立
　
こ
の
よ
う
な
マ
レ
ー
化
政
策
の
「
変
化
」
の
も
と
で
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
に
対
し
て
も
政
府
は
従
来
と
は
異
な
る
対
応
を
と
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
実
質
的
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
教
育
政
策
を
規
定
し
て
き
た
コ
九
六
一
年
教
育
法
」
を
全
面
的
に
修
正
し
た
「
一
九
九
六
年
教
育
法
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
暫
定
的
で
あ
っ
た
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
の
存
続
を
保
障
す
る
条
文
改
正
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
従
来
は
国
民
教
育
制
度
外
に
お
か
れ
て
い
た
「
華
文
独
立
中
学
」
を
含
む
私
立
学
校
を
、
国
民
教
育
制
度
内
の
教
育
機
関
　
　
　
　
　
　
〔
1
0
）
と
し
て
位
置
づ
け
た
。
そ
し
て
高
等
教
育
に
つ
い
て
は
、
私
立
大
学
の
新
設
の
一
環
と
し
て
、
華
語
教
育
関
係
者
が
設
立
を
計
画
・
提
案
し
た
私
立
高
等
教
育
機
関
「
新
紀
元
学
院
」
（
英
語
名
目
『
Φ
Z
①
≦
国
轟
O
o
＝
Φ
ひ
q
Φ
）
の
新
設
を
認
可
し
た
の
で
あ
る
。
　
「
新
紀
元
学
院
」
は
、
華
語
教
育
関
係
者
が
華
人
社
会
か
ら
の
財
政
援
助
を
受
け
て
一
九
九
四
年
三
月
に
設
立
し
た
「
教
育
セ
ン
タ
i
」
を
前
身
と
す
る
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
取
得
を
目
的
と
し
た
コ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
、
そ
こ
で
は
海
外
の
教
育
機
関
と
の
単
位
互
換
を
認
め
た
「
二
重
制
度
」
の
実
施
、
職
業
技
術
教
育
の
重
視
、
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
及
び
「
華
文
独
立
中
学
」
で
必
要
と
さ
れ
る
華
語
の
能
力
を
備
え
た
教
師
の
現
職
教
育
、
母
語
を
重
視
し
た
多
文
化
教
育
の
実
践
、
中
華
文
化
及
び
華
語
の
学
習
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
「
教
育
セ
ン
タ
ー
」
を
母
体
に
、
一
九
九
四
年
八
月
に
華
語
教
育
関
係
者
が
教
育
省
に
対
し
て
新
た
に
高
等
教
育
機
関
と
し
て
の
設
立
申
請
を
提
出
し
、
そ
れ
が
一
九
九
七
年
五
月
に
政
府
に
正
式
に
承
認
さ
れ
た
の
を
受
け
、
「
新
紀
元
学
院
」
と
し
て
一
九
九
八
年
三
月
に
開
学
し
た
。
同
学
院
は
、
「
中
国
文
学
」
（
教
育
課
程
二
年
な
い
し
三
年
）
、
「
情
報
工
学
」
（
同
三
年
）
、
「
経
営
管
理
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
（
同
二
年
）
、
「
社
会
科
学
」
（
同
一
年
）
の
合
計
四
つ
の
学
系
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
　
こ
の
「
新
紀
元
学
院
」
は
前
述
の
華
人
の
母
語
教
育
要
求
の
特
徴
を
具
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
情
報
工
学
」
、
「
経
営
管
理
」
、
「
社
会
科
学
」
の
三
つ
の
学
系
で
は
マ
レ
ー
語
と
英
語
を
、
「
中
国
文
学
」
で
は
華
語
を
そ
れ
ぞ
れ
教
授
用
語
と
し
、
行
政
・
運
営
用
語
と
し
て
も
華
語
を
使
用
す
る
こ
と
で
華
語
教
育
機
関
と
し
て
の
特
徴
を
も
つ
が
、
一
方
、
開
学
理
念
と
し
て
は
、
（
一
）
華
語
教
育
制
度
を
補
完
と
学
術
研
究
へ
の
寄
与
、
（
二
）
教
養
を
も
っ
た
全
人
教
育
の
実
施
、
（
三
）
国
家
発
展
の
た
め
の
人
材
養
成
の
三
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
点
を
掲
げ
、
華
人
だ
け
で
は
な
く
す
べ
て
の
国
民
に
広
く
開
か
れ
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
三
　
「
新
紀
元
学
院
」
を
め
ぐ
る
マ
レ
ー
シ
ア
の
対
中
国
・
台
湾
関
係
　
（
一
）
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
　
華
人
提
案
の
「
新
紀
元
学
院
」
を
認
可
す
る
に
い
た
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
改
革
に
は
、
以
下
に
あ
げ
る
よ
う
な
政
治
的
経
済
的
戦
略
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
経
済
発
展
を
担
う
人
材
育
成
の
必
要
性
で
あ
る
。
特
に
、
中
国
大
陸
と
い
う
巨
大
市
場
と
東
南
ア
ジ
ア
全
域
に
ひ
ろ
が
る
華
人
経
済
圏
に
お
け
る
華
語
の
重
要
性
を
考
え
た
場
合
、
華
語
を
操
る
華
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
育
成
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は
今
後
の
国
家
発
展
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
あ
わ
せ
て
、
そ
う
し
た
国
内
に
お
け
る
華
人
の
人
材
育
成
は
、
従
来
、
国
内
に
お
け
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
高
等
教
育
へ
の
進
学
が
制
約
さ
れ
海
外
に
多
数
流
出
し
て
い
た
華
人
の
私
費
留
学
生
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
確
保
す
る
点
で
も
意
味
を
も
つ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
第
二
に
、
す
で
に
国
家
予
算
の
約
二
割
を
教
育
予
算
に
あ
て
て
い
る
現
状
か
ら
、
限
ら
れ
た
予
算
内
で
高
等
教
育
改
革
を
行
う
に
は
民
間
の
運
営
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
「
新
紀
元
学
院
」
は
、
華
人
社
会
の
経
済
力
に
支
え
ら
れ
、
か
つ
華
語
教
育
関
係
者
の
支
援
を
受
け
た
高
等
教
育
機
関
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
華
人
社
会
に
根
強
い
高
等
教
育
需
要
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
　
第
三
に
、
「
新
紀
元
学
院
」
の
認
可
は
、
従
来
か
ら
微
妙
な
政
治
問
題
と
し
て
対
立
が
常
に
懸
念
さ
れ
て
き
た
マ
レ
ー
系
と
華
人
の
融
和
を
図
る
た
め
の
政
治
戦
略
と
い
う
側
面
も
あ
わ
せ
持
つ
。
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
は
、
一
九
九
一
年
に
発
表
し
た
「
二
〇
二
〇
年
構
想
」
（
芝
鋤
≦
器
き
N
O
N
O
）
の
な
か
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
社
会
に
お
け
る
文
化
的
多
様
性
を
重
視
し
、
二
一
世
紀
に
向
け
「
統
合
さ
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
」
と
い
う
新
た
な
社
会
像
を
打
ち
出
し
た
。
そ
こ
で
は
、
各
民
族
の
文
化
を
相
対
的
に
認
め
、
民
族
間
の
融
和
を
促
進
す
る
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）
こ
と
に
重
点
を
お
い
た
。
「
新
紀
元
学
院
」
は
、
「
南
洋
大
学
」
や
そ
の
代
替
案
と
し
て
構
想
さ
れ
た
「
独
立
大
学
」
計
画
と
非
常
に
類
似
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
が
か
つ
て
「
民
族
主
義
的
」
で
あ
る
と
し
て
否
定
さ
れ
続
け
て
い
た
経
緯
を
ふ
ま
え
る
と
、
同
学
院
の
開
学
は
国
民
教
育
政
策
の
「
変
化
」
を
象
徴
づ
け
る
も
の
と
い
え
る
。
　
た
だ
し
、
第
四
点
め
と
し
て
、
そ
れ
は
マ
レ
ー
化
政
策
そ
の
も
の
を
変
更
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
国
語
と
国
教
を
中
心
と
し
た
従
来
か
ら
の
国
民
教
育
政
策
の
枠
組
み
の
な
か
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
私
立
高
等
教
育
機
関
の
拡
充
に
際
し
て
は
、
高
等
教
育
機
関
の
設
置
基
準
や
設
立
認
可
に
つ
い
て
定
め
た
「
大
学
法
」
（
、
、
目
げ
Φ
q
巳
く
興
ω
凶
餓
Φ
ω
p
。
巳
d
昌
凶
〈
①
邑
昌
O
o
一
一
Φ
ゆ
q
①
゜
・
〉
。
熊
”
一
㊤
刈
一
）
に
加
え
、
一
九
九
六
年
に
新
た
に
「
私
立
高
等
教
育
機
関
法
」
（
、
、
目
げ
①
零
一
く
緯
Φ
＝
戯
ゴ
興
国
臼
o
p
。
戯
o
コ
巴
ぎ
ω
葺
ロ
ぼ
o
づ
ω
》
o
け
，
、
し
㊤
㊤
0
）
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
私
立
高
等
教
育
機
関
に
は
、
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い
わ
ゆ
る
全
日
制
の
教
育
機
関
の
ほ
か
、
通
信
教
育
、
外
国
の
機
関
の
分
校
を
含
む
が
、
新
設
や
拡
充
に
あ
た
っ
て
は
、
教
育
省
の
認
可
や
登
録
が
必
要
で
あ
り
、
教
授
用
語
と
し
て
国
語
（
マ
レ
ー
語
）
を
含
め
る
こ
と
、
ま
た
、
教
育
課
程
に
お
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
研
究
、
ム
ス
リ
ム
の
学
生
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
の
授
業
及
び
非
ム
ス
リ
ム
の
学
生
に
対
す
る
道
徳
教
育
を
必
修
と
す
る
と
し
た
。
さ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）
ら
に
、
学
生
の
政
治
活
動
を
禁
止
す
る
条
項
や
、
登
録
官
に
よ
る
学
校
視
察
の
絶
対
的
権
限
に
関
す
る
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
　
こ
の
「
私
立
高
等
教
育
機
関
法
」
の
規
則
に
基
づ
き
、
「
新
紀
元
学
院
」
も
教
育
省
の
管
轄
下
に
お
か
れ
、
入
学
に
際
し
て
は
、
政
府
が
マ
レ
ー
語
で
実
施
す
る
中
等
教
育
の
修
了
資
格
の
取
得
が
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
入
学
後
は
、
国
語
の
必
修
化
と
と
も
に
、
ム
ス
リ
ム
の
学
生
に
対
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
な
ら
び
に
そ
れ
以
外
の
学
生
に
対
す
る
道
徳
の
授
業
を
義
務
付
け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
国
語
．
国
教
を
重
視
し
た
マ
レ
ー
化
政
策
そ
の
も
の
は
継
続
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
学
生
の
政
治
活
動
や
社
会
活
動
へ
の
関
与
を
規
制
す
る
条
項
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
「
新
紀
元
学
院
」
の
よ
う
に
華
人
の
母
語
教
育
関
係
者
を
中
心
と
し
た
教
育
機
関
の
政
治
化
を
牽
制
す
る
政
治
的
意
図
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
（
二
）
　
「
新
紀
元
学
院
」
と
中
国
及
び
台
湾
と
の
教
育
文
化
交
流
　
以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
高
等
教
育
改
革
を
め
ぐ
っ
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
側
に
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
的
経
済
的
戦
略
が
あ
る
が
、
一
方
、
多
様
化
・
民
営
化
の
も
と
に
国
外
の
教
育
機
関
と
の
提
携
や
資
本
の
導
入
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
で
、
他
国
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
重
要
な
要
因
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
一
例
が
、
「
新
紀
元
学
院
」
を
舞
台
と
し
た
中
国
及
び
台
湾
と
の
教
育
文
化
交
流
で
あ
る
。
表
1
は
、
開
学
準
備
段
階
の
一
九
九
七
年
に
行
な
わ
れ
た
「
新
紀
元
学
院
」
と
中
国
及
び
台
湾
と
の
交
流
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
中
国
、
台
湾
と
も
に
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
問
で
活
発
な
交
渉
が
展
開
さ
れ
始
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
背
景
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
教
育
機
関
で
重
視
さ
れ
る
華
語
が
、
中
国
大
陸
で
共
通
語
と
し
て
用
い
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ら
れ
て
い
る
「
普
通
話
」
及
び
台
湾
の
「
国
語
」
と
同
じ
で
あ
り
、
共
通
の
言
語
と
文
化
を
持
つ
と
い
う
点
で
他
国
よ
り
も
交
流
が
容
易
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
よ
り
重
要
な
点
は
、
下
の
よ
う
な
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
側
、
中
国
及
び
台
湾
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
的
期
待
や
思
惑
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
①
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
側
の
交
流
へ
の
期
待
　
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
が
中
国
及
び
台
湾
と
の
教
育
文
化
交
流
に
か
け
る
期
待
と
し
て
は
、
三
つ
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
は
華
語
教
育
制
度
の
補
完
で
あ
る
。
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
「
華
文
独
立
中
学
」
に
続
き
、
「
新
紀
元
学
院
」
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
に
お
け
る
華
語
教
育
制
度
と
し
て
初
等
段
階
か
ら
高
等
段
階
ま
で
の
体
系
が
確
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
「
新
紀
元
学
院
」
は
デ
ィ
プ
ロ
マ
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
学
士
号
を
授
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
学
士
号
取
得
希
望
者
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
内
の
他
大
学
へ
進
学
す
る
か
、
あ
る
い
は
海
外
の
提
携
機
関
に
留
学
す
る
か
た
ち
で
学
士
号
あ
る
い
は
よ
り
上
位
の
学
位
の
取
得
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
「
新
紀
元
学
院
」
で
は
、
開
校
準
備
段
階
か
ら
海
外
提
携
校
の
開
拓
に
乗
り
出
し
て
お
り
、
既
に
モ
ナ
シ
ュ
大
学
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
大
学
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）
な
ど
と
卒
業
生
の
第
三
年
次
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
の
編
入
に
関
し
協
定
を
結
ん
で
い
る
が
、
同
じ
言
語
・
文
化
を
共
有
す
る
点
で
中
国
や
台
湾
の
大
学
と
の
提
携
に
積
極
的
で
あ
る
。
　
た
だ
し
、
そ
こ
で
は
、
か
つ
て
「
南
洋
大
学
」
を
は
じ
め
、
華
語
教
育
機
関
が
政
府
に
よ
り
共
産
主
義
の
温
床
と
み
な
さ
れ
、
排
除
す
る
政
策
が
と
ら
れ
て
き
た
こ
と
や
、
「
私
立
高
等
教
育
機
関
法
」
に
よ
り
政
治
活
動
が
規
制
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
や
台
湾
と
の
教
育
交
流
は
、
あ
く
ま
で
も
国
家
の
た
め
の
人
材
育
成
を
主
と
し
、
政
治
的
結
び
つ
き
を
意
図
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
こ
う
し
た
教
育
文
化
交
流
は
、
国
内
の
華
語
学
校
で
懸
案
事
項
と
さ
れ
て
き
た
華
人
教
師
不
足
問
題
へ
の
対
応
策
と
な
る
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表1　「新紀元学院」と中国及び台湾との教育交流
　　　（開学準備段階の1997年の場合）
1997年1月18～20日
　　　5月
　　　5月22～29日
　　　　　30日
　　　7月6～12日
7月17日
7月22日
9月6日
9月10日
11月10～15日
11月27日
12月8～14日
12月13日
中国福建省教育委員会によるマレーシア訪問．
「新紀元学院」の設立計画認可．
マ1／一シア華語教育関係者による中国湖南省視察訪問．
引き続き台湾視察訪問．
マレーシア華語教育関係者による台湾視察訪問．
　台湾の彰化師範大学，逢甲大学，畳南国際大学との間
　で将来的に教育課程の互換性を認めることで合意．ま
　た，従来から行ってきた華語学校教師の現職教育を継
　続することを台湾僑務委員会が承認．
中国福建省泉州華僑大学訪問団がマレーシア訪問．
　「新紀元学院」卒業生を3年次より受入れ，学士号取
　得を可能にすることを提案．
中国湖南省長沙市中南工業大学代表団のマレーシア訪問．
　「新紀元学院」との交流計画を討議．
台湾教育部長がマレーシア訪問．
　華人学生に対する奨学金の増加，私立華文独立中学教
　師の現職教育の支援を表明．
台湾教育部が「新紀元学院」の卒業生を台湾の大学の第
3年次に編入させ，学士号を取得させることを承認
中国北京市語言文字工作委員会視察団のマレーシア訪問．
中国湖南師範大学代表団のマレーシア訪問．
　「新紀元学院」の卒業生の編入，ならびにマレーシア
　の華語小学校，華文独立中学と湖南省の小中学校との
　姉妹校関係や教職員の人事交流制度について合意．
中国福建省海外交流協会教育視察団のマレーシア訪問．
中国陳西師範大学と交流合意．
出典：馬来西亜華校教師会総会／董教総全国発展華小工作委員会『1997年工作報告
　　書』及び馬来西亜董事連合会総会「華教導報」，1998年1月，1998年3月
301　マレーシアの高等教育改革における民族と国家　　杉村
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
な
ら
び
に
「
華
文
独
立
中
学
」
の
教
師
数
の
不
足
に
加
え
、
政
府
に
よ
る
華
語
学
習
奨
励
と
華
語
の
ビ
ジ
ネ
ス
用
語
と
し
て
の
見
直
し
の
結
果
、
マ
レ
ー
系
の
間
に
も
華
語
学
習
希
望
者
が
増
加
す
る
傾
向
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
、
華
語
の
教
師
の
増
員
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
第
三
に
、
巨
大
な
中
国
市
場
へ
の
参
入
や
、
台
湾
の
経
済
資
本
導
入
と
い
っ
た
経
済
交
流
の
発
展
に
対
す
る
期
待
が
あ
る
。
中
国
や
台
湾
の
高
等
教
育
機
関
に
学
生
を
送
り
だ
す
こ
と
は
、
将
来
的
に
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
間
で
経
済
交
流
を
担
う
パ
イ
プ
役
を
育
て
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
考
え
で
あ
る
。
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②
中
国
及
び
台
湾
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
　
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
の
政
治
的
・
経
済
的
期
待
に
対
し
、
中
国
及
び
台
湾
側
の
戦
略
と
し
て
は
以
下
の
二
つ
の
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
第
一
に
、
中
国
も
台
湾
も
、
経
済
力
を
も
つ
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
社
会
と
の
パ
イ
プ
役
を
育
て
、
経
済
交
流
の
発
展
に
備
え
る
と
と
も
に
、
華
人
資
本
を
引
き
つ
け
る
経
済
効
果
を
期
待
し
て
い
る
。
第
二
に
、
華
人
の
教
育
を
通
じ
て
、
華
人
の
権
益
の
保
護
．
援
助
を
図
る
こ
と
で
政
治
的
影
響
力
を
及
ぼ
そ
う
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
、
特
に
第
二
の
点
は
台
湾
側
に
強
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
台
湾
と
の
間
の
交
流
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
独
立
前
か
ら
今
日
に
い
た
る
歴
史
が
あ
り
、
中
国
と
の
交
流
が
制
限
さ
れ
て
い
た
六
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て
も
継
続
的
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
台
湾
側
が
実
施
し
て
き
た
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
教
育
へ
の
参
与
に
は
、
台
湾
の
高
等
教
育
機
関
入
学
に
お
け
る
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
学
生
の
受
入
れ
優
遇
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
学
校
（
「
華
語
国
民
型
小
学
校
」
及
び
「
華
文
独
立
中
学
」
）
教
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
を
対
象
と
し
た
現
職
教
育
、
華
語
学
校
の
教
材
の
供
与
、
通
信
教
育
の
実
施
が
あ
げ
ら
れ
る
。
表
1
に
み
る
よ
う
に
、
中
国
側
は
各
大
学
が
直
接
交
渉
に
あ
た
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
台
湾
側
の
交
流
の
主
体
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
台
湾
教
育
部
及
び
台
湾
僑
務
委
員
会
と
い
っ
た
行
政
機
構
で
あ
り
、
海
外
華
人
を
対
象
と
し
た
僑
務
政
策
の
実
施
機
関
が
担
当
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
今
後
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
の
交
流
を
僑
務
政
策
の
一
環
と
み
な
し
、
交
流
の
進
展
を
期
待
す
る
台
湾
の
政
治
的
思
惑
が
読
み
と
れ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
中
国
と
の
交
流
は
近
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
が
、
急
速
に
進
展
し
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
と
の
外
交
関
係
は
一
九
七
四
年
に
成
立
し
て
い
た
も
の
の
、
そ
の
後
も
、
マ
レ
ー
シ
ア
側
の
反
共
主
義
政
策
か
ら
両
国
関
係
の
緊
張
は
す
ぐ
に
は
緩
和
せ
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
中
国
を
政
治
的
・
軍
事
的
に
脅
威
と
み
な
す
従
来
の
見
方
を
か
え
、
交
流
の
自
由
化
が
実
現
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
両
国
の
問
で
、
閣
僚
レ
ベ
ル
の
相
互
訪
問
が
再
開
さ
れ
、
経
済
団
体
等
の
交
流
も
始
ま
っ
た
の
を
う
け
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
の
間
で
は
経
済
交
流
の
み
な
ら
ず
、
教
育
文
化
交
流
の
活
発
化
が
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
で
に
幼
児
教
育
に
つ
い
て
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い
て
、
中
国
北
京
師
範
大
学
の
教
授
陣
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
幼
稚
園
教
師
を
対
象
に
一
九
九
七
年
よ
り
研
修
を
開
始
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
、
同
年
六
月
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
と
の
問
で
教
育
文
化
交
流
促
進
を
盛
り
込
ん
だ
覚
書
き
が
締
結
さ
れ
、
さ
ら
に
一
九
九
七
年
八
月
に
中
国
李
鵬
首
相
が
マ
レ
ー
シ
ア
を
公
式
訪
問
し
た
際
に
は
、
具
体
的
な
交
流
計
画
と
し
て
北
京
外
国
語
大
学
に
お
け
る
マ
レ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置
案
、
学
生
の
交
換
留
学
計
画
、
相
手
国
に
お
け
る
教
師
の
研
修
交
流
、
中
国
の
厘
門
大
学
に
よ
る
通
信
教
育
の
実
施
計
画
な
ど
が
話
し
合
わ
な
煙
。
③
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
と
中
台
関
係
　
こ
う
し
て
中
国
と
の
教
育
文
化
交
流
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
に
わ
か
に
問
題
と
な
る
の
は
、
微
妙
な
中
台
関
係
を
反
映
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
な
ら
び
に
華
人
が
、
中
国
と
台
湾
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
り
、
そ
れ
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
教
育
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
　
マ
レ
ー
シ
ア
が
正
式
な
外
交
関
係
を
結
ん
で
い
る
の
は
中
国
で
あ
り
、
政
府
間
レ
ベ
ル
の
交
流
協
定
も
、
中
国
と
の
間
に
は
あ
る
も
杉村マレーシアの高等教育改革における民族と国家303
の
の
、
台
湾
と
の
間
に
は
な
い
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
が
、
華
人
学
生
が
台
湾
の
大
学
で
取
得
し
た
学
位
を
い
ま
だ
に
公
認
し
て
い
な
い
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
実
態
を
み
る
と
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
教
育
に
華
語
教
科
書
の
供
与
や
華
人
教
師
の
養
成
等
の
点
で
よ
り
実
績
が
あ
る
の
は
台
湾
側
で
あ
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
は
、
従
来
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
教
育
関
係
者
と
台
湾
側
の
非
公
式
な
接
触
を
黙
認
し
て
き
た
が
、
そ
の
背
景
に
は
、
台
湾
か
ら
の
資
本
投
資
と
い
う
経
済
的
期
待
が
あ
り
、
他
方
．
台
湾
側
も
、
今
後
よ
り
密
接
な
交
流
の
展
開
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
今
後
、
公
式
レ
ベ
ル
で
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
と
の
交
流
が
増
え
る
に
つ
れ
、
台
湾
と
の
交
渉
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
に
と
っ
て
政
策
課
題
の
ひ
と
つ
と
な
ろ
う
。
　
他
方
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
に
と
っ
て
も
、
中
国
と
台
湾
と
の
交
流
に
は
微
妙
な
政
治
的
判
断
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
華
人
に
と
っ
て
、
中
国
と
台
湾
は
い
ず
れ
も
言
語
や
生
活
習
慣
の
点
で
共
通
性
を
も
つ
文
化
的
共
同
体
で
あ
り
、
華
語
教
育
の
発
展
と
い
う
点
で
両
者
と
の
つ
な
が
り
は
非
常
に
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
の
特
徴
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
華
人
に
と
っ
て
、
母
語
教
育
の
維
持
・
存
続
は
、
あ
く
ま
で
も
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
益
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
強
調
と
し
て
進
め
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
よ
う
に
、
華
語
学
校
が
政
治
色
の
強
い
民
族
主
義
的
組
織
と
み
ら
れ
、
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
懸
念
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
「
新
紀
元
学
院
」
に
お
い
て
中
国
や
台
湾
と
交
流
を
進
め
る
場
合
に
も
、
従
来
の
台
湾
と
の
交
流
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
政
治
的
要
素
は
】
切
含
め
な
い
と
す
る
の
が
華
人
側
の
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
か
つ
て
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
後
、
共
産
党
と
国
民
党
が
そ
れ
ぞ
れ
海
外
華
人
の
支
援
を
求
め
て
華
語
学
校
に
関
与
し
よ
う
と
し
、
そ
の
結
果
、
両
者
の
対
立
に
巻
き
込
ま
れ
、
あ
わ
せ
て
居
住
国
政
府
か
ら
も
民
族
主
義
運
動
の
拠
点
と
み
な
さ
れ
て
抑
圧
さ
れ
た
歴
史
的
経
験
に
基
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
つ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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四
　
ま
と
め
　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
マ
レ
ー
化
中
心
の
国
民
教
育
政
策
の
も
と
で
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
は
一
九
八
〇
年
代
ま
で
排
除
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
九
〇
年
代
に
は
い
り
、
国
家
経
済
の
発
展
を
目
的
と
し
た
人
材
育
成
と
民
族
間
の
融
和
策
が
打
ち
出
さ
れ
た
．
そ
・
で
は
国
語
・
国
教
を
重
視
し
た
国
民
警
政
策
の
方
針
も
引
き
継
が
れ
て
萱
国
暴
合
と
経
済
発
展
と
い
う
国
家
課
題
謝
を
同
時
に
達
成
し
よ
う
と
す
る
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
　
こ
う
し
て
実
施
さ
れ
た
高
等
教
育
改
革
で
は
、
多
様
化
・
民
営
化
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
従
来
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
華
人
の
　
掴
母
語
教
育
要
求
に
基
づ
く
華
語
高
等
教
育
機
関
「
新
紀
元
学
院
」
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
二
一
世
紀
に
向
け
た
国
家
発
展
　
賭
計
画
を
実
施
す
る
更
で
華
人
社
△
耳
が
も
っ
圧
倒
的
な
経
済
力
と
華
語
を
媒
介
と
し
た
葵
経
薔
と
の
繋
が
り
を
重
遇
華
人
蹴
の
人
材
確
保
．
育
成
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
経
済
的
要
請
が
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
そ
の
一
方
で
は
「
私
立
高
等
教
育
機
関
法
」
に
よ
る
　
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
革
政
府
の
規
制
．
監
督
が
あ
り
、
国
語
．
国
教
の
絶
対
的
正
統
性
と
必
修
化
が
設
立
条
件
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
他
友
華
人
の
側
も
、
轍
「
新
紀
元
学
院
」
が
広
く
国
民
育
成
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
華
人
社
会
の
民
族
主
義
や
政
治
活
動
の
高
揚
に
対
す
　
轍
る
政
府
の
懸
念
を
払
拭
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
い
わ
ば
高
等
教
育
の
多
様
化
・
民
営
化
は
、
経
済
的
側
面
か
ら
は
一
層
の
進
展
が
　
囁
期
待
さ
れ
つ
つ
、
政
治
的
に
は
従
来
の
国
民
教
育
政
策
が
引
き
継
が
れ
る
か
た
ち
で
展
開
さ
れ
、
華
人
の
母
語
教
育
要
求
は
、
そ
う
し
　
罪
た
国
家
の
政
治
的
経
済
的
戦
略
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で
模
索
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
こ
う
し
た
国
家
の
国
民
教
育
政
策
と
華
人
の
母
語
教
育
運
動
に
は
、
今
日
、
高
等
教
育
改
革
が
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
発
展
を
み
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
新
た
な
政
治
的
要
因
が
加
わ
っ
た
。
「
新
紀
元
学
院
」
を
舞
台
と
し
た
中
国
及
び
台
湾
と
の
教
育
文
化
　
猫
交
流
は
、
言
語
・
文
化
の
共
通
性
に
加
え
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
側
か
ら
は
国
内
で
は
進
学
制
約
が
あ
る
華
人
学
生
の
進
路
拡
大
や
華
人
教
師
の
養
成
、
経
済
交
流
の
促
進
と
い
う
期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
中
国
及
び
台
湾
の
側
も
経
済
戦
略
の
一
環
と
し
て
交
流
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
経
済
交
流
と
い
う
点
に
は
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
も
大
き
な
期
待
を
よ
せ
て
い
る
。
　
問
題
は
、
そ
こ
に
政
治
的
対
立
の
続
く
中
台
関
係
が
絡
み
、
な
お
か
つ
マ
レ
ー
シ
ア
と
の
関
係
が
相
互
に
入
り
組
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
外
交
関
係
が
あ
る
マ
レ
ー
シ
ア
と
中
国
の
間
で
は
、
九
〇
年
代
に
は
い
っ
て
マ
レ
ー
シ
ア
側
の
反
共
主
義
が
薄
れ
、
相
互
理
解
が
進
ん
で
い
る
と
い
わ
れ
る
が
、
中
国
の
政
治
的
影
響
力
が
及
ぶ
こ
と
を
マ
レ
ー
シ
ア
側
が
引
き
続
き
懸
念
し
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
　
一
方
、
外
交
関
係
の
な
い
台
湾
側
は
、
す
で
に
こ
れ
ま
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
語
学
校
に
対
し
て
行
っ
て
き
た
交
流
．
支
援
政
策
と
同
様
、
そ
の
経
済
力
を
後
ろ
楯
と
し
て
、
台
湾
教
育
部
や
僑
務
委
員
会
と
い
う
行
政
機
構
が
主
体
と
な
り
、
共
産
主
義
中
国
に
対
抗
す
る
政
治
勢
力
の
拡
大
を
図
り
た
い
と
す
る
政
治
的
思
惑
を
も
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
シ
ア
政
府
の
意
向
は
、
こ
う
し
た
中
国
や
台
湾
の
政
治
的
戦
略
は
か
わ
し
つ
つ
、
今
後
、
巨
大
な
国
際
市
場
と
し
て
期
待
さ
れ
る
華
人
経
済
圏
と
の
経
済
交
流
を
深
め
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
経
済
的
要
請
か
ら
「
新
紀
元
学
院
」
と
い
う
新
た
な
華
語
教
育
の
場
は
で
き
た
も
の
の
、
そ
こ
で
の
華
人
の
母
語
教
育
運
動
は
、
国
内
外
の
政
治
戦
略
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
配
慮
の
も
と
に
展
開
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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さ
れ
た
。
（
2
）
　
華
人
の
華
語
国
民
型
小
学
校
選
択
率
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
華
校
　
　
教
師
会
総
会
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
調
査
（
一
九
九
〇
年
一
　
　
〇
月
時
点
）
に
よ
る
。
（
3
）
　
杉
村
美
紀
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
国
民
教
育
政
策
と
『
華
文
独
立
　
　
中
学
』
」
、
日
本
比
較
教
育
学
会
編
『
比
較
教
育
学
研
究
』
一
六
、
　
　
東
信
堂
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
九
一
－
一
〇
二
頁
。
（
4
）
　
杉
村
美
紀
「
華
文
高
等
教
育
機
関
の
設
立
を
め
ぐ
る
マ
レ
ー
　
　
シ
ア
華
文
教
育
関
係
者
の
対
応
」
、
『
火
曜
研
究
会
報
告
』
一
五
、
　
　
東
京
大
学
教
育
学
部
比
較
教
育
学
研
究
室
、
一
九
九
〇
年
七
月
、
　
　
一
＝
二
⊥
二
一
頁
。
（
5
）
　
マ
レ
ー
系
優
先
政
策
の
実
施
（
一
九
七
一
年
）
と
そ
れ
に
基
　
　
づ
く
民
族
別
大
学
入
学
者
比
率
制
度
導
入
の
結
果
、
マ
レ
ー
シ
　
　
ア
国
内
の
大
学
へ
の
進
学
状
況
に
は
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
学
生
（
マ
　
　
レ
ー
系
と
先
住
民
族
）
と
非
マ
レ
ー
系
の
問
で
大
き
な
違
い
が
　
　
生
じ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
七
五
年
ま
で
の
　
　
「
学
位
課
程
」
の
入
学
者
数
の
推
移
を
み
る
と
、
ブ
ミ
プ
ト
ラ
　
　
学
生
が
全
体
の
三
九
・
七
％
（
三
、
二
三
七
人
）
か
ら
五
七
・
　
　
二
％
（
八
、
一
五
三
人
）
と
大
き
な
伸
び
を
示
し
て
い
る
の
と
　
　
は
反
対
に
、
華
人
学
生
は
四
九
・
二
％
（
四
、
○
〇
九
人
）
か
　
　
ら
三
六
・
六
％
（
五
、
二
一
七
人
）
に
、
イ
ン
ド
系
学
生
は
　
　
七
・
三
％
（
五
九
五
人
）
か
ら
五
・
二
％
（
七
四
三
人
）
、
そ
　
　
の
他
三
・
八
％
（
三
〇
七
人
）
か
ら
一
％
（
一
四
一
人
）
へ
と
　
　
減
少
し
た
。
（
6
）
　
「
独
立
大
学
有
限
公
司
就
申
開
緋
大
学
被
政
府
拒
絶
提
呈
高
　
　
等
法
庭
訴
状
」
馬
来
西
亜
華
校
教
師
総
会
『
教
総
三
三
年
』
　
　
（
馬
来
西
亜
華
校
教
師
総
会
、
一
九
八
七
年
四
月
、
五
八
二
－
五
　
　
八
三
頁
）
及
び
「
独
大
上
訴
案
連
邦
法
院
判
詞
」
（
同
『
教
総
　
　
三
三
年
』
、
六
〇
四
頁
）
。
裁
判
内
容
の
概
要
は
、
杉
村
美
紀
　
　
「
華
文
高
等
教
育
機
関
の
設
立
を
め
ぐ
る
マ
レ
ー
シ
ア
華
文
教
　
　
育
関
係
者
の
対
応
」
（
前
掲
論
文
）
に
ま
と
め
た
。
（
7
）
　
杉
村
美
紀
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
に
お
け
る
一
九
九
〇
　
　
年
代
の
改
革
動
向
ー
国
民
教
育
政
策
の
も
と
で
の
多
様
化
と
民
　
　
営
化
」
、
『
国
際
教
育
』
四
、
日
本
国
際
教
育
学
会
、
一
九
九
八
　
　
年
三
月
、
二
一
－
三
五
頁
。
（
8
）
　
．
ω
Φ
＜
窪
9
冨
Ω
。
一
塁
ω
冨
℃
一
き
一
㊤
8
－
卜
。
O
O
O
”
Q
。
賃
゜
。
8
ゆ
q
凶
①
ω
　
　
碧
匹
勺
δ
紹
8
け
ω
o
略
国
匹
g
簿
一
〇
嵩
牢
o
ぴ
q
鑓
ヨ
ヨ
①
、
㌦
国
ユ
ロ
8
底
o
口
　
　
〇
三
α
Φ
ζ
巴
曙
ω
富
．
（
閏
O
嘗
「
け
げ
］
円
山
凶
ユ
O
口
）
闇
O
冨
一
一
器
σ
q
臼
0
8
－
　
　
0
8
け
（
竃
）
ω
号
゜
b
d
圧
‘
言
器
一
Φ
ミ
も
O
°
8
－
㎝
①
．
（
9
）
　
杉
村
（
高
橋
）
美
紀
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
国
民
教
育
政
杉村マレーシアの高等教育改革における民族と国家307
　
　
策
の
変
化
と
多
文
化
主
義
」
、
『
国
立
教
育
研
究
所
研
究
集
録
』
　
　
三
五
、
一
九
九
七
年
九
月
、
三
一
－
四
三
頁
。
（
1
0
）
　
、
〉
耳
鋤
勺
2
巳
α
涛
餌
口
H
㊤
O
①
（
〉
評
8
誤
O
）
、
（
国
匹
9
は
8
＞
9
　
　
H
㊤
O
①
）
で
は
、
従
来
コ
九
六
一
年
教
育
法
」
に
あ
っ
た
教
育
　
　
相
の
裁
量
に
よ
る
華
語
及
び
タ
ミ
ー
ル
語
国
民
型
小
学
校
の
マ
　
　
レ
ー
語
学
校
へ
の
転
換
を
う
た
っ
た
条
項
（
第
二
一
条
二
項
）
　
　
が
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、
同
条
項
と
と
も
に
華
語
教
育
関
係
者
　
　
が
求
め
て
い
た
教
育
相
の
理
事
会
解
散
権
を
う
た
っ
た
条
項
　
　
（
第
二
六
条
A
項
）
の
削
除
も
実
現
し
た
。
（
1
1
）
　
教
育
部
私
立
教
育
局
「
新
紀
元
学
院
批
准
信
」
、
一
九
九
七
　
　
年
六
月
、
な
ら
び
に
馬
来
西
亜
董
教
総
．
．
Z
①
≦
国
話
O
o
濠
ひ
q
①
　
　
”
閃
2
巳
巴
げ
《
9
Φ
8
ヨ
∋
＝
三
件
《
｛
o
「
9
①
8
ヨ
ヨ
¢
三
ξ
、
、
”
　
　
一
〇
㊤
Q
。
°
（
1
2
）
　
「
新
紀
元
三
語
教
学
」
『
南
洋
商
報
』
一
九
九
七
年
六
月
＝
一
　
　
日
付
、
な
ら
び
に
．
U
o
口
ひ
q
旨
9
。
昌
N
o
コ
ひ
q
霞
α
q
ゴ
霞
ピ
①
碧
三
コ
ひ
q
　
　
O
Φ
暮
冨
、
”
い
Φ
①
山
Φ
け
（
1
3
）
　
マ
レ
ー
シ
ア
の
高
等
教
育
段
階
で
の
留
学
生
は
非
常
に
多
い
。
　
　
た
と
え
ば
一
九
九
〇
年
段
階
の
海
外
留
学
者
数
は
五
二
、
○
○
　
　
○
人
で
、
国
内
の
高
等
教
育
就
学
者
数
に
匹
敵
す
る
規
模
で
あ
　
　
っ
た
。
ま
た
、
一
九
九
五
年
の
段
階
で
も
、
国
内
の
大
学
の
デ
　
　
ィ
グ
リ
ー
コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
学
生
が
七
九
、
三
三
〇
人
で
あ
　
　
る
の
に
対
し
、
海
外
の
教
育
機
関
の
在
学
者
数
は
五
〇
、
六
〇
　
　
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、
留
学
生
送
り
出
し
が
盛
ん
な
状
況
に
あ
　
　
る
。
こ
の
海
外
留
学
生
の
う
ち
、
国
費
留
学
生
は
全
体
の
三
　
　
六
・
二
％
に
あ
た
る
一
八
、
三
〇
〇
人
で
あ
り
、
約
六
割
が
私
　
　
費
留
学
生
で
あ
る
と
い
う
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
（
1
4
）
　
．
国
含
8
ユ
8
0
三
匹
Φ
ζ
巴
翅
ω
冨
．
（
男
o
負
臼
国
臼
江
8
）
℃
8
°
　
　
o
一
け
層
P
ω
ω
ρ
O
P
ω
゜
。
†
ω
ω
゜
。
、
及
び
「
マ
レ
ー
シ
ア
の
ナ
ジ
ブ
　
　
教
育
相
に
聞
く
」
『
Z
Φ
≦
ω
≦
Φ
Φ
江
一
九
九
六
年
六
月
二
六
日
　
　
号
、
四
五
頁
。
（
1
5
）
　
マ
レ
ー
系
と
華
人
の
融
和
策
を
象
徴
す
る
事
例
と
し
て
は
、
　
　
一
九
九
五
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た
公
開
国
際
セ
ミ
ナ
ー
『
イ
ス
　
　
ラ
ー
ム
と
儒
教
－
文
明
の
対
話
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
同
セ
ミ
ナ
　
　
ー
で
は
、
国
際
的
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
中
心
と
中
華
文
化
の
相
互
　
　
理
解
を
通
し
て
国
際
平
和
の
確
立
に
貢
献
し
、
国
内
的
に
は
マ
　
　
レ
ー
系
と
華
人
の
相
互
理
解
に
基
づ
く
良
好
な
民
族
関
係
の
推
　
　
進
が
目
的
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
。
同
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、
　
　
上
杉
富
之
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
儒
教
の
対
話
－
多
民
族
国
家
マ
レ
　
　
ー
シ
ア
に
お
け
る
新
し
い
民
族
関
係
の
模
索
」
『
民
族
学
研
究
』
　
　
（
第
六
〇
巻
二
号
、
日
本
民
族
学
会
、
一
九
九
五
年
一
〇
月
、
　
　
一
五
七
⊥
六
四
頁
）
に
詳
し
い
。
（
1
6
）
　
、
目
9
℃
二
く
挿
。
8
霞
ひ
q
げ
9
国
含
o
餌
口
8
巴
冒
ω
葺
三
凶
8
ω
＞
o
け
　
　
H
O
㊤
①
、
’
同
法
の
ほ
か
に
、
高
等
教
育
関
連
法
と
し
て
は
、
同
じ
　
　
く
一
九
九
六
年
に
「
国
家
基
準
委
員
会
法
」
（
、
．
目
『
Φ
　
　
Z
鋤
缶
o
昌
巴
＞
o
自
Φ
α
蹄
9
。
甑
o
昌
U
σ
o
費
α
＞
9
H
㊤
O
①
、
、
）
及
び
「
国
　
　
家
高
等
教
育
評
議
会
法
」
（
．
．
Z
田
賦
o
コ
9
。
一
国
粛
げ
臼
国
α
⊆
o
讐
一
〇
昌
　
　
O
o
琶
o
＝
〉
臼
H
O
8
．
．
）
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、
前
者
で
は
特
　
　
に
私
立
高
等
教
育
機
関
の
教
育
課
程
の
基
準
認
定
及
び
監
督
に
308東洋文化研究2号
　
　
関
す
る
規
定
が
、
ま
た
後
者
で
は
高
等
教
育
政
策
に
関
す
る
企
　
　
画
・
立
案
を
行
う
国
家
高
等
教
育
評
議
会
の
役
割
・
権
限
等
が
　
　
定
め
ら
れ
て
い
る
。
（
1
7
）
　
「
征
求
献
地
建
新
紀
元
」
『
南
洋
商
報
』
一
九
九
七
年
七
月
一
　
　
七
日
付
、
な
ら
び
に
馬
来
西
亜
華
校
教
師
会
総
会
／
董
教
総
全
　
　
国
発
展
華
小
工
作
委
員
会
＝
九
九
七
年
工
作
報
告
書
』
。
（
1
8
）
　
華
語
学
習
希
望
者
の
増
加
を
示
す
も
の
し
て
、
華
人
以
外
の
　
　
華
語
国
民
型
小
学
校
へ
の
入
学
希
望
者
の
増
加
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
全
体
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
少
数
派
で
あ
る
が
、
マ
レ
ー
系
や
イ
ン
　
　
ド
系
で
華
語
国
民
型
小
学
校
に
通
う
児
童
数
は
、
一
九
九
〇
年
　
　
に
約
一
五
、
○
○
○
人
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
九
五
年
に
は
約
　
　
四
五
、
○
○
○
人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
三
五
、
○
○
○
人
が
マ
　
　
レ
ー
系
で
あ
っ
た
。
こ
の
背
景
に
は
、
華
語
の
見
直
し
に
加
え
、
　
　
伝
統
的
に
理
数
系
に
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
て
き
た
華
語
学
校
　
　
に
対
す
る
評
価
が
あ
る
。
こ
う
し
た
生
徒
数
増
加
に
伴
う
華
人
　
　
教
師
の
増
員
対
策
と
し
て
、
教
育
省
も
一
九
九
四
年
九
月
に
は
　
　
師
範
学
校
の
華
語
教
師
養
成
コ
ー
ス
の
人
数
を
、
従
来
の
六
〇
　
　
名
か
ら
一
挙
に
倍
増
し
て
い
る
。
（
1
9
）
杉
村
美
紀
「
台
湾
の
華
僑
教
育
政
策
」
、
西
村
俊
一
編
著
　
　
『
現
代
中
国
と
華
僑
教
育
』
、
多
賀
出
版
、
一
九
九
一
年
二
月
、
　
　
＝
二
一
二
－
一
五
三
頁
。
（
2
0
）
　
「
馬
中
簸
教
育
諒
解
備
忘
録
」
『
星
洲
日
報
』
一
九
九
七
年
六
　
　
月
二
一
日
付
、
「
華
社
全
力
支
持
馬
中
教
育
備
忘
録
－
有
利
華
　
　
教
発
展
」
『
南
洋
商
報
』
一
九
九
七
年
六
月
二
二
日
付
、
及
び
　
　
「
馬
中
経
済
外
交
策
略
一
致
」
『
南
洋
商
報
』
一
九
九
七
年
八
月
　
　
二
一
日
付
。
（
2
1
）
　
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
の
国
内
に
お
け
る
政
治
的
立
場
を
微
妙
な
　
　
も
の
と
し
た
問
題
と
し
て
、
さ
ら
に
国
籍
問
題
が
あ
げ
ら
れ
る
。
　
　
植
民
地
時
代
の
華
僑
に
と
っ
て
は
、
居
住
国
政
府
と
中
国
と
の
　
　
関
係
が
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
中
国
籍
を
保
持
し
て
い
て
　
　
も
何
ら
問
題
は
な
く
、
ま
た
、
現
地
生
ま
れ
の
者
が
出
生
地
主
　
　
義
に
基
づ
き
二
重
国
籍
と
な
っ
て
も
支
障
は
な
か
っ
た
。
し
か
　
　
し
、
そ
の
後
、
共
産
主
義
中
国
が
と
っ
た
二
重
国
籍
否
定
政
策
　
　
や
、
華
僑
・
華
人
の
現
地
化
促
進
に
よ
り
、
祖
先
の
出
身
地
で
　
　
あ
る
「
母
国
」
中
国
と
の
関
係
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
っ
た
。
一
　
　
九
七
四
年
の
中
国
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
「
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
」
で
　
　
は
、
当
時
二
二
万
人
の
無
国
籍
華
人
の
国
籍
問
題
を
め
ぐ
り
二
　
　
重
国
籍
の
否
定
が
確
認
さ
れ
、
中
国
側
も
中
国
国
籍
の
取
得
を
　
奨
励
し
な
い
と
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
中
国
国
籍
を
選
　
択
し
た
者
は
マ
レ
ー
シ
ア
の
法
と
習
慣
を
遵
守
し
、
マ
レ
ー
シ
　
　
ア
国
民
と
協
調
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
マ
レ
　
　
ー
シ
ア
政
府
の
と
る
反
共
主
義
政
策
の
も
と
で
、
華
人
は
生
き
　
残
り
を
図
る
た
め
、
マ
レ
ー
シ
ア
国
民
と
な
り
、
政
治
的
安
定
　
　
を
求
め
る
道
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
。
＊
付
記
本
稿
は
、
筆
者
の
博
士
学
位
論
文
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
『
再
生
産
』
と
教
育
に
よ
る
言
語
の
正
統
化
機
能
ー
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
の
事
例
」
（
一
九
九
八
年
一
二
月
、
東
京
大
杉村マレーシアの高等教育改革における民族と国家309
学
よ
り
学
位
授
与
）
あ
る
。
の
第
五
章
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
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The　Reform　of　Higher　Education　and
Chinese　Education　in　Malaysia：
Its　Relationship　to　China　and　Taiwan
Miki　SUGIMURA
　　In　Malaysia，　the　private　New　Era　College，　which　was　established　in
1998with　funding　from　the　Chinese　community，　marked　a　big　change
in　educational　policy　there，　because　the　Malaysian　government　had
formerly　attached　great　importance　to　nationwide　education　as　an
important　tool　for　national　uni丘cation，　and　only　national　universities
with　the　national　language　Malay　as　the　medium　of　instruction　had
been　in　existence　up　uhtil　that　time．　This　article　discusses　the　circum・
stances　of　the　New　Era　College　from　the　viewpoints　of　reform　under
national　educational　policies　and　the　college’s　relationship　to　China
and　Taiwan．
　　The　Malaysian　government　changed　its　higher　educational　policy
during　the　1990’s，　adopting　measures　promoting　privatization　and
diversi丘cation　in　response　to　the　requirements　of　national　economic
development，　given　a　limited　budget　and　a　serious“brain　drain”
problem．　The　New　Era　College　was　set　up　within　this　political　situa－
tion，　meaning　that　the　deep－rooted　educational　needs　of　the　Chinese
community　were　finally　recognized．
　　China　and　Taiwan　were　both　very　interested　in　this　College，　because
they　hoped　to　establish　political　and　economic　ties　with　the　Malaysian
Chinese　Community　through　the　acceptance　of　graduates　who　wanted
to　get　degrees．　The　Malaysian　government，　however，　is　still　very
sensitive　about　the　Chinese　community’s　political　situation，　giving　rise
to　some　differences　over　political　and　economic　strategy　regarding　the
College．
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